
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年１０月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

    発 表 事 項   

１．「山形国際ドキュメンタリー映画祭２０１３」を盛り上げます！ 

２．第３回安達峰一郎記念世界平和弁論大会を開催します 

３．「山大闘論！ －より良いキャンパスライフへの挑戦―」の開催 

４．第４７回八峰祭を開催 

 

 

  お 知 ら せ   

１．ホームカミングデーの開催 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年１０月１５日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年１０月１日                  

山 形 大 学 

 

 

「山形国際ドキュメンタリー映画祭2013」を盛り上げます！ 

 

山形大学は、平成21年に山形国際ドキュメンタリー映画祭と、教育やスタッフ派

遣などで互いに協力し地域文化の発展に貢献することを目的として、相互協力協定

を締結し、活動を続けてきました。 

今年、10月10日から17日まで開催される「山形国際ドキュメンタリー映画祭

2013」では､山形大学として3つの企画を用意し、映画祭の成功に寄与します。 

 

◆企画内容 

 

１．研究書の刊行（2013年10月1日刊行） 

『映像の中の冷戦後世界 ―ロシア･ドイツ･東欧研究とフィルムアーカイブ』 

高橋和・中村唯史・山崎彰編 山形大学出版会(2,000円＋税) 

 

山形映画祭に応募された作品は、山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー(ビッグウィング

内)に収蔵され、現在１万本ほどにもなり、日本国内では類例を見ないフィルムアーカイブに成

長しています。山形映画祭が始まったのがヨーロッパの旧社会主義国の政治社会変革が起

こった1989年であったため、それ以降の激変期におけるロシア、ドイツ、東欧各国の社会や文

化の動向を対象にした映画が多数、ライブラリーには収蔵されています。そこで山形大学の

教員と学生、ならびに東京在住の研究者が、膨大なフィルムの中から、これらの国に関係する

作品を選び、調査・分析し結果をまとめ、映画祭に合わせて刊行しました。 

ドキュメンタリー映画は、研究素材としては文献にはない価値があり、今後、その重要性が

増すと思われます。しかし日本の研究者には、山形ドキュメンタリーフィルムライブラリーの学

術的価値が十分に知られていないため、この研究書によって、ライブラリーの価値を現代史や

映像文化研究者、学生に知ってもらうとともに、他の学問領域の専門家や学生にも目を向け

てもらうことが、共同編集者、執筆者の願いです。 

 

 



 

２．講演と映画上映（山形大学主催 山形国際ドキュメンタリー映画祭共催） 

「東欧ドキュメンタリー映画の現在―冷戦終了後の世界」 

日 時：１０月１２(土)、１３(日)、１４日(月) 

会 場：山形まなび館 （入場無料） 

 

研究書の刊行に合わせた企画。山形映画祭では、ほとんど毎回のように東欧の映画がコ

ンペティション作品として上映され、国際映画祭としての同映画祭に貢献してきました。本企

画では、山形映画祭も含め国際ドキュメンタリー映画祭で高い評価を得たポーランド、ハンガ

リー、チェコ、スロヴァキアの映画作品を上映するとともに、現在これらの国を研究する日本の

代表的研究者によって、東欧映画の魅力や価値について講演で語っていただきます。 

 

 

３．イグナシオ・アグエロ監督特別講義と映画上映 

日本映画大学（映画学部）×山形大学（人文学部）コラボレーション企画 

上映作品：『１００人の子供たちが列車を待っている』1989年58分 

日 時：１０月１５日（火）１７時〜１９時３０分（DVD上映） 

場 所：フォーラム4  （入場無料） 

 

チリ各地のスラム街で、今もなお子供のための映画ワークショップをつづける女性アリシア・

ベガ。教会を借りた仮の映画館で生まれて始めて映画を目にし、映画作りを擬似体験する子

供たち。映画とは何か、映画を作るとはどんなことか、子供たちの五感を通して描きだされる映

画誕生の驚異と歓喜。その映画への愛と繊細で自由な映画的感性によって、第一回山形国

際ドキュメンタリー映画祭の観客に深い感銘を与えたイグナシオ・アグエロ監督*が、最新作

『サンチャゴの扉』を携えて再訪する山形で、映画を学ぶ学生たちと対話します。 

 

*イグナシオ・アグエロ（1952年生）。二本の短篇を経て監督した本作が第一回山形国際ドキュメンタリー映

画祭で世界初公開。山形における「映画の考古学的な恍惚感にみちた」この作品の「発見」（蓮實重彦）が、

映画祭自体のその後の評価にも結びついた。1993年の『氷の夢』が、やはり山形映画祭で公開。他に、「建

設中（あるいは、私の生まれた場所はもうない）」（2000年）などがある。 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 人文学部 教授 山崎 彰 

電話 023-628-4242 







 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年１０月 １日                  

山 形 大 学 

 

第３回安達峰一郎記念世界平和弁論大会を開催します 

山形大学都市・地域学研究所＊と山辺町は、２０１１年に山形が生んだ世界的

偉人である安達峰一郎の平和の精神を受け継ぐ弁論大会として、「安達峰一郎記

念世界平和弁論大会」を開催しました。今回は３回目の開催となります。 

 

◆趣旨 

「安達峰一郎記念世界平和弁論大会」は、安達峰一郎（1869～1934年）の平和

の精神を受け継ぐ弁論大会として、山形大学都市・地域学研究所と山辺町が企画

した記念行事です。この行事を通して、非戦の制度化・世界平和の組織化に尽力

した安達峰一郎の普遍的な意義に深く学び、その平和の精神を受け継ぐべく中・

高校生に考える場を提供し、平和の精神の具体化の重要性を世界に向けて発信し

ます。 

 

◆概要 

日本全国の中学生、高校生を対象に、「平和について」をテーマにした作文を提出して

いただき、弁論大会参加者各１０人を選出します。弁論大会では、予選に提出した作文に

基づき、中学生５分、高校生７分のスピ－チを行っていただき、①最優秀賞、②優秀賞、③

特選の各１人を決定します。 

日    時：１１月１６日（土）１３：００から１７：００まで 

場    所：山形大学小白川キャンパス 基盤教育２号館 ２２２教室 

 

※申し込み、入場料などは不要。一般の方の来聴を歓迎いたします。 

 
＊山形大学都市・地域学研究所：自主的共同研究の推進を支援し本学の研究活動の活性化を図るために、社会的要請

の高い分野などにおいて、学部を横断した自主的共同研究を行う組織、「山形大学バーチャル研究

所」の一つとして認定されている。「都市・地域学」に関する総合的かつ学際的研究を行っている。 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学都市・地域学研究所 

所長 松尾剛次（人文学部教授） 

電話 023-628-4917 

Mai kmatsuo@human.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                   平成２５年１０月 １日                  

山 形 大 学 

 

「山大闘論！－より良いキャンパスライフへの挑戦―」の開催 

山形大学の開学記念日である１０月１５日(火)に、「山大闘論！」と題し、 

生活・学修・就職について、本学学生が抱える悩みを学生・教職員が真剣に語 

り合う学生フォーラムを開催します。 

 

本学は、「学生が主役の大学創り」を掲げ、日々、これに向けて取り組んでいますが、本学

学生は、これを実感できているのかどうか？真の「学生が主役」とは何なのか？日々の学生生

活の中で抱える悩み、大学への思いなどを、この学生フォーラムで、学生・教職員が真剣に

語り合い、その中から答えを模索していきます。 

 

開催日： 平成２５年１０月１５日(火) 山形大学開学記念日 

            （１４：００～１７：３０） 

 

会  場：第一部 山形大学小白川キャンパス  基盤教育２号館２階２２２教室 

           第二部  山形大学小白川キャンパス  大学会館「ポム」 

 

参加者：山形大学の学生及び教職員等 

      （学外の方は参加できません。） 

 

※詳細なプログラム内容等については、別添資料をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 
エンロールメント・マネジメント部政策課 

（ＥＭ担当） 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６３  
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                                   平成２５年１０月 １日                  

山 形 大 学 

 

第４７回八峰祭を開催！ 

山形大学の大学祭、第47回八峰祭（やつみねさい）を10月19日(土)・20日(日)

に開催します。今年のテーマは『L！NK』。山大生はもちろん、地域の方々、そ

して山形との繋がりを意識して、八峰祭を通して山形大学、山形全体を盛り上げ

ていきます。 

 

八峰祭は、山形大学小白川キャンパスで毎年10月下旬に開催される大学祭の名称です。

小白川キャンパスは周りを数々の山に囲まれており、自然豊かな環境で学生たちが主体的に

活動しています。その様子をイメージし「八峰祭」という名前がつけられました。サークル・研究

発表、学生による出店・受験生相談室など数多くのイベントが催され、毎年活気あふれる大

学祭となっています。 

今年度は、１年生から４年生まで総勢約６０名の実行委員が企画・運営に励んでいます。さ

まざまな企画をご用意し、八峰祭当日は、来場者の皆様に最高の笑顔を届けます。 

 

◆内 容 

日  時：１０月１９日(土)・２０日(日) 

 

場  所：山形大学小白川キャンパス 

 

催  し： 

山形大学のサークルによる飲食ブース、ステージ発表 

両日開催の無料アーティストライブ 

お化け屋敷、ジブリクイズ、TVゲーム対決、米沢牛の串焼き販売など、 

今年度の目玉は、ミス山大・ミスター山大コンテストです。（ヘアメイク、衣装、全て 

に山形を盛り込んだ出場者のドレスアップにご期待ください。） 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 第47回八峰祭実行委員会  

代表 島崎 梨紗 

Mail info@yatsuminefestival.com 





山形大学の大学祭２０１３

◆ 吾妻祭 （米沢キャンパス） １０月１２日（日）～１４日（月）
あ づ ま さい

吾妻祭は、山形大学工学部と米沢女子短期大学が合同で行っており、

今年で１９年目を迎えます。１日目は米沢女子短期大学、２，３日目

は山形大学工学部で開催されます。

○主な企画：アーティストライブ、屋台、展示、研究室公開、フリー

マーケット、お化け屋敷、ゲーム大会など

◆ 八峰祭 （小白川キャンパス） １０月１９日（土）～ ２０日（日）
やつみねさい

小白川キャンパスで毎年行われており、今年で４７回目の開催。

◆ 鶴寿祭 （鶴岡キャンパス） １１月３日（日）～４日（月）
かくじゆさい

一昨年から「鶴寿祭」という名前に変えて、実施している農学部

のお祭り。

○主な企画：野菜即売会、研究室紹介、サークル発表、模擬店、ミ

ニＳＬ、もちつき等





 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２５年１０月１日 

山 形 大 学 

 

 

１．ホームカミングデーの開催 

   山形大学人文学部、地域教育文化学部、理学部及び工学部において、ホームカミングデ

ーを開催します。イベント内容、開催日時は学部で異なりますので、詳細は別添の資料を

ご覧ください。 

   

   ◆工学部 ：１０月１２日(土) 開催（場所：工学部中示範 A教室） 

      記念講演「山形大学工学部のいま、そしてこれから」 飯塚 博工学部長 

 

   ◆地域教育文化学部：１０月１４日(月) 開催（場所：山形国際ホテル３階ロビー） 

      パネル展示（学部概要、山形新聞コラム「地域×学び」、研究紹介ポスター、 

学生・教育、男女共同参画推進パネル展） 

資料展示 

 

   ◆人文学部：１０月１９日(土) 開催（場所：基盤教育１号館教室） 

      パネルディスカッション 

・スカイプ中継「開所一年の山形大学人文学部附属ナスカ研究所」 

・パネルディスカッション「みんなで語ろう：人文学部の昔と今」 

各ゼミ懇談会 

パネル展示（ナスカ研究関係、模擬裁判 41 年のあゆみ、山形高校写真展） 

 

   ◆理学部 ： １０月１９日(土)、２０日（日） 開催 

（場所：理学部１１番講義室、研究室） 

理学部講演会（１９日のみ） 「不思議なカビの世界」 

講師：大瀧 保 先生（東北大学名誉教授：昭 36.山形大学卒） 

理学部研究室公開（１９日、２０日） 

 










